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森税理士の
「ちょっと気になる税務のはなし」

第59回

　先月に引き続き法人の所得にかかる税金の話です。
法人にかかる税金は①法人税、②法人事業税（地方法
人特別税を含む。）、③法人住民税（道府県民税、市町
村民税）があります。
　今月は②の法人事業税について触れます。

　法人事業税

(1)納税義務者
　法人税とほぼ同じです。ただし、農業生産法人で
ある農事組合法人が行う農業については、法人事業
税が非課税となっています（地法 72 の 4③）。

(2)課税標準
①資本金 1億円以下の法人

　資本金 1億円以下の法人については、法人税と
ほぼ同じです。
　ただし、「損金の額に算入した所得税額」について
事業税では損金不算入扱いとなるなど、法人税法の
課税標準と若干の違いがあります。これは法人が受
け取る預貯金の利子や利益の配当等から控除され
た、いわゆる源泉所得税額について、法人税では損
金経理しないで法人税の仮払として経理し、法人税
額から控除するのが通例ですが、損金経理して損金
とすることもできます。しかしながら、事業税では、
損金経理した場合、その所得税額は損金の額に算入
しませんので（地令 21 の 2）、法人税の所得金額に
損金経理した所得税額を加算して課税標準を計算
します。

②資本金 1億円超の法人（外形標準課税）

平成 15 年度税制改正により、資本金 1億円超の法
人を対象とする外形標準課税制度が創設され、平
成 16 年 4 月 1 日以後開始事業年度から適用されて
います。
外形標準課税の場合の課税標準は次の通りです。
イ　付加価値割　各事業年度の付加価値額
ロ　資本割　　　各事業年度の資本金等の額
ハ　所得割　　　各事業年度の所得及び清算所得

(3)税率
①資本金 1億円以下の法人

所得金額
税　　率

平成 20年 9月以前
開始事業年度

平成 20 年 10 月以
後開始事業年度※

年 800 万円超 9.6% 5.3%
年 400 万円超

800 万円以下 7.3% 4%

年 400 万円以下 5% 2.7%
※法人事業税とあわせて地方法人特別税の申告が必要です。
②資本金 1億円超の法人（外形標準課税）

所得金額
税　　率

平成 20 年 9 月以
前開始事業年度

平成 20 年 10 月以
後開始事業年度※

付加価値割 0.48%
資本割 0.2%

所
得
割

年 800 万円超 7.2% 2.9%
年 400 万円超

800 万円以下 5.5% 2.2%

年 400 万円以下 3.8% 1.5%
※法人事業税とあわせて地方法人特別税の申告が必要です。

(4)地方法人特別税
　平成 20 年度の税制改正により、地域間の税源偏
在を是正するため、消費税を含む税体系の抜本的改
革が行われるまでの間の暫定措置として、法人事
業税の一部を分離し、地方法人特別税が創設され、
平成 20 年 10 月 1 日以後開始する事業年度に適用
されます。
　なお、地方法人特別税の導入に伴い、法人の税負
担が増えることがないよう、法人事業税の所得割の
税率を引き下げ、引き下げ後の法人事業税と地方法
人特別税を合わせた税負担が現行の法人事業税の
負担を上回らないように地方法人特別税の税率を
設定しています。

①納税義務者

　法人事業税の納税義務者です。
②課税標準

　標準税率により計算した法人事業税の所得割額
　（基準法人所得割額）です。
③税率

課税標準 法人の種類 税率

基準法人
所得割額

外形標準課税法人以外の
法人 81%

外形標準課税法人 148%

法人課税のあらましⅡ
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「働きアリの法則と
　　　　　　社会構造」

　
古
代
の
哲
学
者
、ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
「
人

間
は
社
会
的
動
物
で
あ
る
」と
言
っ
た
よ
う

に
、
人
間
は
い
つ
の
時
代
も
社
会
を
形
成
し
、

そ
の
中
で
生
活
を
営
む
一
個
の
存
在
で
あ
り

続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
「
社
会
」と
は
複

数
の
人
間
で
作
ら
れ
る
集
団
で
あ
り
、
そ
の

人
々
に
よ
っ
て
作
り
出
さ

れ
る
規
範
の
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
し
か
し
独
自
の

社
会
を
形
成
し
生
活
す
る

動
物
は
人
間
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
群
と
し
て
飼
養
さ
れ
る

乳
牛
社
会
に
お
い
て
も
、

年
齢
や
体
格
な
ど
で
決
定

さ
れ
る
強
弱
や
優
劣
の
序

列
が
あ
り
、
社
会
的
構
造

を
形
成
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
構
造
を
下
位
の

牛
が
理
解
し
、
上
位
の
牛

に
恭
順
の
意
を
示
す
こ
と

が
、
牛
群
と
し
て
の
安
定
化
に
不
可
欠
な
要

素
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
つ
ま
り
乳
牛
社
会
で
は
、
す
べ
て
の
牛
が

平
等
で
仲
良
し
と
い
う
状
態
で
は
な
く（
あ

り
得
ず
）、
強
弱
の
序
列
が
明
確
と
な
っ
て

い
る
場
合
に
、
競
合
の
無
い
安
定
し
た
秩
序

が
維
持
さ
れ
る
の
で
す
。
序
列
の
影
響
は
強

い
牛
ほ
ど
顕
著
に
表
れ
る
よ
う
で
、
例
え
ば

強
い
牛
・
弱
い
牛
・
中
間
の
牛
を
三
頭
ず
つ

新
た
な
群
に
一
緒
に
移
動
さ
せ
る
と
、
強
い

牛
の
乳
量
減
少
が
最
も
顕
著
で
あ
っ
た
と
の

調
査
が
あ
り
、
そ
れ
は
強
い
牛
が
そ
の
地
位

を
堅
持
し
よ
う
と
、
必

然
的
に
他
の
牛
と
の
競

合
が
多
く
な
っ
た
た
め

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
動
物
の
社
会
行
動
に

は
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
関

係
が
存
在
し
、
社
会
全

体
の
均
衡
が
保
た
れ
る

仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
自
然
界
の
働

き
ア
リ
の
コ
ロ
ニ
ー

（
群
）で
は
、
二
割
が
真

面
目
に
働
き
、
六
割
が

普
通
、
残
り
二
割
は
全

く
働
か
な
い
、
と
い
う

状
態
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
次
に
そ
の
真
面
目

な
二
割
の
ア
リ
だ
け
で
群
を
作
る
と
、
す
べ

て
が
真
面
目
に
働
く
か
と
思
い
き
や
、
次
々

と
怠
け
出
す
ア
リ
が
出
現
し
、
結
局
は
こ
の

「
二
：
六
：
二
」の
比
率
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。
そ
の
よ
う
な
『
働
か
な
い
ア
リ
』の
存

在
理
由
と
し
て
「
別
の
仕
事
の
発
生
時
に
直

ぐ
に
対
応
可
能
な
要
因
と
し
て
、
集
団
を
存

続
す
る
た
め
の
巧
妙
な
仕
組
み
で
あ
る
」と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
「
働
き
ア
リ
の
法
則
」と
呼
ば
れ
、

比
喩
的
に
人
間
社
会
に
置
き
換
え
て
、
優
秀

で
意
欲
の
高
い
人
ば
か
り
の
組
織
が
機
能
し

な
か
っ
た
り
、
四
番
打
者
ば
か
り
を
集
め
た

球
団
が
必
ず
し
も
優
勝
で
き
な
い
、
と
い
っ

た
事
例
の
根
拠
に
も
引
用
さ
れ
ま
す
。

　
前
述
の
よ
う
に
乳
牛
社
会
で
も
、
弱
い
牛

の
存
在
は
群
の
序
列
を
明
確
に
し
て
社
会
構

造
を
安
定
さ
せ
る
役
割
を
持
ち
、
そ
の
意
義

は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
牛
社
会

に
お
け
る
優
劣
と
、
酪
農
業
と
し
て
の
優
劣

と
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
例
え
牛
群
で
の

序
列
で
は
下
位
で
あ
っ
て
も
、
高
い
生
産
性

を
持
つ
牛
も
少
な
く
な
い
た
め
、
決
し
て（
牛

社
会
で
の
）働
か
な
い
牛
＝
無
能
牛
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
各
々
が
各
々
の

役
割
を
担
い
、
社
会
と
し
て
の
成
果
を
生
み

出
す
』と
い
う
「
働
き
ア
リ
の
法
則
」か
ら
導

か
れ
る
論
法
は
、
ア
リ
の
み
な
ら
ず
乳
牛
に

お
い
て
も
当
て
は
ま
る
よ
う
で
、
こ
の
乳
牛

の
社
会
構
造
を
私
た
ち
人
間
が
理
解
す
る
こ

と
は
、
酪
農
経
営
に
お
い
て
極
め
て
重
要
だ

と
考
え
る
の
で
す
。


